
平成２０年度障害者自立支援調査研究プロジェクト 事業実施報告概要 

事 業 名 

ＧＨ・ＣＨの安定した支援体制に関わる世話人・生活支援員・サ

ービス管理責任者の役割、および、ＮＰＯ法人等運営が異なるＧ

Ｈ・ＣＨ事業所の相互連携による支援体制に関する研究 

 

事 業 目 的 

 

多様な事業体運営における共同運営の在り方について、①小規模

運営事業体が有する困難内容について明らかにし、共同運営で行

う世話人等の合同研修を効果的・効率的に実践するためのモデル

事業を行う、②グループホームの防災対策支援体制作りおよび消

防法改正に伴う実践的課題を明らかにし解決法について検討す

る、③今後のサービス管理責任者の在り方に関する全国調査およ

びサービス管理責任者の役割と機能をスキルアップするためにフ

ォローアップ研修、の３つの課題について検討し今後のあるべき

課題について提起することを目的とした。 

事 業 概 要 

①現在の多様な事業体運営における共同運営の困難内容を聞き取

り調査により明らかにし、共同運営による研修の効果的実践につ

いてモデル地区1地区で実施した。②消防法改正に関わる実践的課

題を検討し「Ｑ＆Ａ冊子」12000冊、「防災の基本テキスト」20000

冊を作成し、全国の障害福祉課および防災担当部署、全国のＧＨ

6000か所に配した。③サービス管理責任者の全国実態調査を行い、

課題を明らかにした。サービス管理責任者研修のフォローアップ

モデル研修を４つのテーマに即して全国4か所で行い、今後の在り

方に関して一定水準に到達するための方策について提起した。 

事業実施結果 

及び効果 

成果１．いわき市および横浜の２か所をモデル地域とした。いわ

き市では小規模運営事業所の単体では実施しにくい一連の研修グ

ループホーム共同研修を効率的に行うことができた。成果２．グ

ループホームの防災対策および消防法改正による実践的課題を全

国の都道府県・市町村の障害福祉課および防災担当部署、グルー

プホーム支援関係機関に提示することができた。成果３．サービ

ス管理者向けフォローアップ研修ではＧＨ課題の調整方法・技 

術・技能を持ち帰って、自らの職場や地域での業務や活動に生か

していける研修プログラムを作成することができた。 

事 業 主 体 

障害のある人と援助者でつくる日本グループホーム学会 

〒187-8570 東京都小平市小川町1-830 白梅学園大学堀江研究室  

TEL０４２－３４６－５６４４ info-gh-gakkai@shiraume.ac.jp

 


